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※P.5 ダイカスト北米 コメント内表記等の誤記に伴い資料を更新しております。（2/27）
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＊2018年度平均を100とした場合の指標

2023年度 第3四半期決算のポイント

《全体感》
➢ 売 上  ：受注量の着実な回復及び為替影響もあり、売上高は前期比13.8％増

売上重量は、各自動車メーカーの生産増を受け11.1％増
➢ 営業利益  ：中国市場での日系自動車メーカーの販売不振は続くものの、

 グループ全体的に受注量が増加、生産性の改善効果もあり増益
➢ 当期純利益：営業利益の増加及び円安による為替差益等の計上により増益

2022年度 2023年度
対前年
同期比

2023年度通期
10/25
修正計画3Q累計 3Q累計

1Q 2Q 3Q

売上高 104,379 37,996 39,754 41,061 118,812 +14,433 155,000

営業利益 △466 227 374 1,041 1,642 +2,108 2,400

経常利益 △118 357 581 874 1,813 +1,931 2,200

当期純利益 △475 452 448 355 1,255 +1,730 1,400

売上重量* 76 81 85 87 84 +8 83

（単位：百万円）
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平均 平均 平均 平均 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 通期(平均)

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2023

 2018年度を100とした場合の売上重量推移

売上重量推移
上期に引き続き、受注好調により売上重量は着実に増加、3Qは10/25修正計画を上回る水準
中国は依然低調ではあるものの、他地域においては回復基調が続く

予測実績
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ダイカスト事業

※ 北米セグメントのメキシコ工場及びアジアセグメントの中国2工場は12月決算となります。

（単位：百万円）

2022年度 2023年度
対前年
同期比

2023年度通期
10/25
修正計画3Q累計 3Q累計

1Q 2Q 3Q

日本

売上高 43,986 15,459 15,823 16,628 47,910 +3,924 63,500

セグメント
損益

163 42 139 416 598 +435 1,000

北米

売上高 26,809 11,307 11,664 12,475 35,447 +8,638 45,000

セグメント
損益

△926 405 288 255 948 +1,874 1,400

アジア

売上高 24,981 7,707 8,595 8,609 24,912 △69 33,600

セグメント
損益

23 △617 △371 138 △850 △873 △1,200
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163

598 

22Q3 販売量 減価償却 製造コスト その他 23Q3

△168

平均 平均 平均 平均 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 通期(平均)

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2023

セグメント損益増減要因（単位:百万円）

《累計》
売上：479億円 前年同期比＋39億円 (＋8.9％)
損益： 5.9億円 前年同期比＋4.3億円 (黒字拡大)
〈第3四半期〉
売上：166億円 前年同四半期比＋7億円 (＋4.7％) 
損益： 4.1億円 前年同四半期比△1.7億円 (黒字継続)
➢ 労務費を中心とした製造コスト増はあったものの、上期から引き続き受

注量の回復が進んだことにより増収・増益。

労務費影響
△297

売上重量の推移
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売上高／セグメント損益の推移（単位:百万円）

255

△477

824

ダイカスト日本

実績 予測2018年度平均を100とした場合の推移
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△ 926

948

22Q3 販売量 減価償却 製造コスト その他 23Q3

480

△699

平均 平均 平均 平均 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 通期(平均)

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2023

ダイカスト北米

実績

労務費影響
△868
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2,055
38

決算期:アメリカ3月期、メキシコ12月期
レート (22Q3⇒23Q3) アメリカ 135.41 ⇒ 142.76   メキシコ 128.03 ⇒ 138.87 

《累計》
売上：354億円 前年同期比＋86億円 (＋32.2％)
損益： 9.4億円 前年同期比+18.7億円 (黒字化)
〈第3四半期〉
売上：124億円 前年同四半期比＋26億円 (＋27.3％) 
損益： 2.5億円 前年同四半期比＋4.6億円 (黒字化) 
➢ 受注量が着実に回復し、増収・増益に寄与。労務費の上昇が引き続き

収益を圧迫しているが、原価低減活動による製造コスト削減も継続して
実施。

売上高／セグメント損益の推移（単位:百万円）

予測

売上重量の推移

セグメント損益増減要因（単位:百万円）

2018年度平均を100とした場合の推移
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23

△ 850
22Q3 販売量 減価償却 製造コスト その他 23Q3

△136

△166

平均 平均 平均 平均 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 通期(平均)

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2023

2018年度平均を100とした場合の推移
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ダイカストアジア

決算期:中国12月期、インド3月期
レート (22Q2⇒23Q2) 人民元 19.33 ⇒ 19.65 インドルピー 1.70⇒ 1.73

《累計》
売上：249億円 前年同期比△0億円 (△0.3％)
損益：△8.5億円 前年同期比△8.7億円 (赤字悪化)
〈第3四半期〉
売上：86億円 前年同四半期比△6億円 (△7.3％) 
損益：1.3億円 前年同四半期比△1.3億円 (黒字確保）
➢ 中国での主要顧客の販売不振が続くものの、インド工場の生産性悪化の

是正が進んだことにより、四半期ベースでは黒字転換。引き続き生産性改
善、中国での人員の適正化に注力。

労務費影響△193
生産性悪化△336

売上重量の推移

実績 予測

セグメント損益増減要因（単位:百万円）

売上高／セグメント損益の推移（単位:百万円）
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アルミニウム事業および完成品事業
（単位：百万円）

<アルミニウム事業>
➢ 売上：販売重量は増加したものの、アルミニウム市況下落の影響により減収
➢ 損益：売上高の減少等により減益

<完成品事業>
➢ 売上：主要販売先である半導体関連企業のクリーンルーム等の大型物件の受注が増加したことにより増収
➢ 損益：売上高の増加による増益。全体の収益に大きく貢献。

2022年度 2023年度
対前年
同期比

2023年度通期
10/25
修正計画3Q累計 3Q累計

1Q 2Q 3Q

アルミニウム
事業

売上高 6,027 1,842 1,667 1,907 5,417 △610 7,000

セグメント
損益

235 55 33 42 130 △105 200

完成品
事業

売上高 2,574 1,679 2,005 1,440 5,125 +2,551 5,900

セグメント
損益

157 174 313 254 741 +584 800



Copyright ⒸAhresty Corporation. All Rights reserved. 
8

株主還元

自己株式の新たな取得枠の設定

当社財務戦略に沿った資本政策を着実に遂行するため、新たな自己株

式の取得を実施

自己株式の消却を実施

自己資本の状況及びプライム上場維持基準の一つである流通株式比率の向

上も踏まえ、自己株式の消却を実施

項目 前回実績 今回発表

取得株数 679,200 600,000(上限)

取得総額(百万円) 499.9 500(上限)

取得期間
2023年5月19日
～11月30日

2024年2月19日
～8月31日

項目 今回発表

消却株数 530,000

消却予定日 2024年2月19日

消却後の発行済株式数 25,546,717

消却前の発行済株式総数に
対する割合 2.03%

※2023年12月31日時点の自己株式数 744,415株
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電動車向け部品新規受注および受注拡大に対応し生産体制強化

第二工場新築、新規生産設備を増設し2025年より新規生産ライン稼働開始

Topics：アーレスティインディア第二工場新築

生産能力／工場面積（2024年1月末現在）  

 1,200t（月産）／建屋 15,572㎡

増築面積 第二工場 新築（8,256㎡）

着工 2023年8月

竣工 2024年末（予定）

増設 大型ダイカストマシン ２台

【第二工場完成イメージ図】※赤枠箇所が第二工場



Copyright ⒸAhresty Corporation. All Rights reserved. 
10

2023年10月に広州市黄埔区政府、お客様、サプライヤーの皆様をお招きし

広州アーレスティ創立20周年記念式典・祝賀会を開催

Topics：広州アーレスティ創立20周年



Copyright ⒸAhresty Corporation. All Rights reserved. 

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】
株式会社アーレスティ 経営企画部 経営企画課 TEL  03-6369-8664 

E-mail: ahresty_MP0_IR@ahresty.com

URL: https://www.ahresty.co.jp
本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の見通しが含まれておりますが、様々な要因により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。
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